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決
論
か
ら
言
う
。
義
経
は
衣
川
で
果
て
て
い
る
。
然
か
ら
ぱ
、
な
ぜ
東
北
地
方

に
連
綿
と
、
そ
の
義
経
の
足
跡
が
残
っ
て
い
る
の
か
と
疑
問
が
出
る
。

昔
か
ら
、
『
判
官
び
い
き
』
と
言
う
諺
が
あ
る
。
こ
れ
は
九
郎
判
官
義
経
の
こ

と
か
ら
生
れ
た
諺
で
あ
る
。
悲
運
の
名
将
義
経
を
憐
れ
み
、
悲
し
み
、
同
情
し
、

そ
れ
が
今
で
は
、
弱
い
も
の
も
味
方
の
意
味
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
弱
い
も
の
に

味
方
を
し
た
い
、
弱
い
立
場
の
民
衆
の
願
望
が
、
悲
運
の
義
経
を
生
か
し
て
お
き

た
い
、
義
経
の
名
を
借
り
て
夢
を
持
ち
た
い
、
そ
こ
か
ら
義
経
の
生
存
説
が
出
て

き
た
と
思
う
。

然
ら
ば
、
義
経
の
足
跡
説
は
ど
う
な
る
の
か
？
、
人
の
世
は
、
現
代
で
も
あ
る

こ
と
、
有
名
人
と
な
っ
た
悲
運
の
人
義
経
の
名
を
輻
っ
て
、
義
経
主
従
で
あ
る
と

金
潭
の
た
め
巡
り
歩
い
た
人
達
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
人
達
は
、
書
も

出
来
て
、
弁
説
も
出
来
た
武
士
の
喬
の
誰
か
？
、
噂
だ
け
で
義
経
を
見
た
こ
と
も

な
い
、
無
学
な
東
北
の
住
民
が
、
人
を
疑
う
こ
と
を
知
ら
ず
、
そ
の
ま
き
信
ん
じ

た
と
し
た
ら
、
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

正
史
で
は
、
平
泉
の
奥
冊
鋏
守
府
将
軍
藤
原
秀
衡
文
治
二
一
年
（
西
暦
一
一
八
七
年
）
死
す
。
秀
衡
の
第
二
子
泰
衡
に
兄
頼
朝
よ
り
義
経
追
捕
の
宣

旨
が
下
令
。

文
治
五
年
（
西
勝
二
八
九
年
）
四
月
義
経
泰
衡
に
鴎
わ
れ
、
衣
川
の
舘
で
自
殺
。
時
に
義
経
三
十
一
才
。
こ
れ
が
歴
史
上
の
定
説
と
さ
れ
、
異

説
で
は
（
伝
承
）

①
Ⅱ
文
治
三
年
（
四
隅
一
一
八
七
年
）
疑
経
、
兄
頓
朝
に
追
わ
れ
て
奥
州
平
泉
に
入
る
。

②
Ⅱ
文
沽
四
年
（
四
隅
二
八
八
年
）
一
・
月
二
ト
ー
、
頓
朝
藤
原
泰
衡
に
茂
経
追
討
の
一
臼
冒
を
下
令
。
茂
経
一
行
東
街
道
を
北
行
、
黒
森
山
に
こ

』
令
〕
プ
（
》
。

③
Ⅱ
文
猯
侃
年
（
西
勝
二
八
九
年
）
川
月
｜
ニ
ト
Ⅱ
泰
衡
、
衣
川
の
我
経
を
襲
う
。
平
泉
尚
舘
に
て
杉
Ⅲ
太
郎
行
偏
、
義
経
の
影
武
者
と
し
討
死

す
。

④
Ⅱ
建
久
二
年
（
四
隣
二
九
一
年
）
獲
経
一
行
照
森
山
か
ら
窩
占
浄
土
ケ
浜
よ
り
海
路
八
戸
に
上
陸
且
尚
鈍
に
居
を
か
ま
え
る
が
、
建
久
五
年

（
西
勝
二
九
四
年
）
八
円
を
発
ち
、
哩
泊
半
脇
に
向
う
。
建
久
ル
ハ
年
（
西
勝
二
九
五
年
）
義
経
一
行
三
厩
村
龍
飛
岬
か
ら
蝦
夷
松
畦
肌
に

と
な
っ
て
い
て
、
伝
説
で
は

渡
る
。 論

ゼ
ミ
ナ
ト
ル

傷
〆

義
経
一
行
は
さ
ら
に
沿
海
州
に
渡
り
、
蒙
古
に
至
り
、
蒙
古
を
征
服
、
そ
の
地
の
大
守
と
な
り
、
そ
の
後
喬
が
ジ
ン
ギ
ス
・
カ
ン

手

で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
、
こ
こ
津
軽
の
地
で
も
、
再
良
市
の
馬
ハ
ゲ
は
、
義
経
一
行
の
馬
の
足
跡
で
謡
た
と
し
、
ま
た
文
治
四
年
四
月

十
八
日
付
け
（
鳴
海
家
所
蔵
古
文
郡
）
で
弁
慶
が
併
用
証
文
を
苫
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

あ
な
た
は
、
義
経
主
従
が
衣
川
で
果
て
た
と
い
う
定
説
と
、
松
前
に
の
が
れ
た
と
い
う
異
説
を
、
ど
ち
ら
を
正
解
と
す
る
か
、
あ

な
た
な
り
に
歴
史
的
観
点
か
ら
、
独
断
で
述
べ
て
下
さ
い
。

↑

木
村
治
利

の
＝

源
頼
朝
が
弟
義
経
討
伐
を
命
じ
た
の
は
、
文
治
一
年
十
一
月
（
西
暦
二
八
五

年
）
で
あ
っ
た
。

義
経
は
頼
朝
の
追
及
を
の
が
れ
て
、
畿
内
各
地
を
転
々
と
し
た
末
、
奥
州
に
下
り

ひ
ご
ひ
で
ひ
ら

往
年
の
庇
護
者
藤
原
秀
衝
の
も
と
に
身
を
よ
せ
た
が
、
秀
衝
の
死
後
、
頼
朝
の
威

茅
：
や
か
た

嚇
に
屈
し
た
泰
衝
の
襲
撃
を
う
け
て
、
衣
川
の
館
で
自
殺
し
た
。
と
き
文
治
五
年

四
月
（
西
暦
二
八
九
年
）
義
経
三
十
一
才
で
あ
っ
た
。
同
年
義
経
を
殺
さ
せ
た

頼
朝
は
、
自
ら
大
軍
を
率
い
て
、
奥
州
に
遠
征
し
て
、
泰
衝
を
減
し
た
。
こ
れ
が

正
史
だ
と
思
う
。

義
経
は
生
前
そ
の
戦
功
の
華
々
し
さ
や
、
節
度
あ
る
行
動
な
ど
に
よ
っ
て
、
京

都
貴
族
か
ら
も
賞
賛
と
同
情
を
得
た
が
、
死
後
は
、
そ
の
波
澗
に
富
ん
だ
生
涯
、

こ
と
に
そ
の
悲
劇
的
な
未
路
は
期
せ
ず
し
て
、
人
々
の
同
情
を
よ
び
、
そ
こ
か
ら

ほ
う
が
ん

彼
を
英
雄
視
す
る
多
く
の
伝
説
と
文
学
が
生
れ
た
。
（
判
官
物
語
・
義
経
物
語
）

奥
州
を
の
が
れ
て
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
に
渡
り
、
の
ち
蒙
古
帝
国
の
祖
、
ヂ
ン

ギ
ス
・
カ
ン
に
な
っ
た
と
い
う
説
は
、
史
実
に
根
拠
の
な
い
義
経
伝
説
の
一
つ
に

す
ぎ
な
い
と
思
う
。
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一

一
個
人
に
よ
っ
て
、
物
の
と
ら
え
方
、
考
え
方
、
感
じ
方
が
運
一

一
う
の
が
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
郷
土
を
探
る
会
員
そ
れ
ぞ
れ
一

一
に
、
異
論
異
説
が
出
さ
れ
て
、
私
選
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
の
一

一
議
題
と
な
り
、
会
も
愉
快
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
次
の
間
一

一
題
を
会
員
に
提
起
し
た
。
読
者
の
皆
さ
ん
も
一
諸
に
考
え
て
一

一
み
ま
し
ょ
う
。

一一

一
空
論
も
空
論
で
な
く
な
る
。
そ
れ
は
想
像
す
る
こ
と
が
歴
一

一
史
を
探
る
目
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
だ
。
一一

一

企
画
・
構
成
木
下
清
一
一

一ｒ
ｘ
Ｙ
：
Ｙ
Ｘ
Ｙ
６
Ｋ
１
ｖ
．
◇
ｉ
：
Ｙ
２
？
Ａ
’
１
１
９
１
？
Ｘ
Ｙ
典
Ｙ
１
Ｙ
ｘ
Ｙ
ｘ
ｌ
Ｙ
Ｘ
１
１
９
２
１
ｖ
２
？
ｆ
Ｙ
１
Ｙ
歩

(、

－36－37－





た
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
を
正
論
と
し
た
い
。
そ
の
理
論
の
根
拠
と
す
る
と
こ

ろ
は
。弘

前
市
の
船
沢
地
区
、
中
別
所
に
あ
る
板
碑
の
一
基
に
、
正
応
元
年
子
戌
七
月

三
日
（
西
暦
一
二
八
八
年
）
源
光
氏
敬
白
と
銘
の
あ
る
板
碑
と
、
義
経
遺
児
主
従

一
行
を
結
び
つ
け
る
と
き
、
源
》
竺
酵
ま
た
は
病
蝿
廼
ぱ
、
文
治
五
年
（
西
暦
二

ユ
輕
琴
涯
詫
蝿
黙
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
男
を
選
ぶ
な
ら
江
戸
の
男
、
女

を
選
ぶ
な
ら
京
の
女
に
し
た
い
と
い
う
、
お
国
自
慢
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
東
男
は

昔
必
韓
隷
頚
い
わ
れ
た
野
蛮
人
で
は
な
く
、
江
一
口
の
文
化
に
洗
練
さ
れ
た
男
で
、

き
っ
ぷ
は
い
い
が
、
少
々
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
の
男
に
、
表
は
や
さ
し
い
が
芯
の

強
い
京
女
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
『
南
部
男
に
津
軽
女
』
な

ど
、
こ
の
種
の
お
国
自
慢
は
各
地
に
数
え
切
れ
な
い
程
あ
る
。

お
な
ど
お
ど
ご

『
悪
良
市
娘
に
嘉
瀬
男
』
も
、
お
国
白
慢
の
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
漁

お
ど
ご
お
な
ご

瀬
男
は
口
は
亜
い
が
、
力
も
ち
で
、
働
き
者
。
楳
良
市
娘
は
、
器
曜
よ
し
で
、
し

っ
か
り
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
か
も
：
。
・
・
・
：
。

①

嘉
瀬
男
に
喜
良
市
女
。
ま
た
そ
の
逆
で
も
、
未
婚
既
婚
を
問
わ
ず
、
交
際
の
多

い
こ
と
を
さ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
、
喜
良
良
の
女
は
、
嘉

瀬
の
女
に
比
べ
て
、
性
の
解
放
観
念
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
時
代
が
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
で
、
私
は
、
嘉
瀬
男
に
喜
良
市
女
の
こ
と
を
主
と
し
て
の
べ
て
み
た
い
。

こ
の
こ
と
に
類
似
し
て
、
青
森
県
で
有
名
な
言
葉
に
、
相
馬
男
に
目
屋
女
と
い

う
、
美
し
い
言
葉
が
あ
る
。
表
面
上
の
解
説
で
は
、
目
星
は
美
女
、
相
馬
は
美
男

が
多
く
、
そ
れ
ら
の
美
男
美
女
の
結
び
付
き
が
あ
る
か
ら
に
聞
え
て
い
る
が
、
実

態
は
も
っ
と
人
間
臭
さ
の
様
相
を
帯
び
て
い
る
。

こ
の
こ
と
で
、
旧
弘
前
市
内
の
女
性
の
方
々
に
、
目
屋
女
性
の
評
価
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
一
言
の
も
と
に
〃
目
星
女
か
〃
と
、
す
ご
ぶ
ろ
評
判
が
辛
辣
で
、
期
待

し
た
女
性
像
の
評
価
は
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

喜
良
市
女
も
、
目
星
女
も
、
い
わ
ば
山
村
地
帯
で
、
そ
の
地
理
的
条
件
も
似
か

よ
い
、
収
益
を
得
る
為
に
、
当
然
山
仕
事
に
従
事
し
た
わ
け
で
、
今
と
違
っ
て
、

林
道
交
通
の
便
も
悪
く
、
男
は
山
に
泊
り
が
け
で
作
業
に
か
か
り
、
か
な
り
の
期

間
家
を
空
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
残
さ
れ
た
女
性
は
、
自
由
と
解
放
感
に
ひ
た

り
、
必
然
的
に
、
一
部
で
あ
ろ
う
が
、
男
性
を
慕
え
、
尻
軽
な
女
、
博
愛
主
義
に

膚

日
雇
生
活
者
の
小
ぎ
れ
い
に
し
て
い
る
若
い
女
の
子
は
、
嘉
瀬
の
毎
日
野
良
仕
事

に
出
て
い
る
娘
達
よ
り
美
人
に
見
え
た
。
喜
良
市
娘
か
ら
は
ま
た
、
水
田
を
分
け

て
も
ら
い
る
嘉
瀬
の
若
者
達
が
頓
し
く
、
晒
人
、
蕃
察
官
と
村
か
ら
出
て
行
く
自

分
達
の
村
の
若
者
よ
り
、
男
を
選
ぶ
に
は
嘉
瀬
の
若
者
が
数
段
立
派
な
感
じ
が
し
た
。

距
離
的
に
も
近
く
、
い
つ
か
そ
れ
が
結
婚
の
交
流
で
嘉
瀬
と
喜
良
市
の
男
女
関

係
が
生
ま
れ
た
。
私
は
そ
ん
な
愚
考
で
、
嘉
瀬
男
に
悪
良
市
女
を
見
る
。

↑

原
田
万
治

お
な
ど
お
ど
ご

喜
良
市
娘
と
嘉
瀬
若
者

お
ど
ご

ま
た
は
喜
良
市
若
者
と

お
な
ご

嘉
瀬
娘
の
源
流
は
。
：
：
．

木
村
きム

ノロ

利

お
ど
ご
お
な
ど

私
達
の
幼
い
頃
、
よ
く
嘉
瀬
若
者
と
喜
良
市
娘
と
男
女
の
交
際
に
つ
い
て
の
言
葉
と
し
て

お
ど
ご
お
な
ご

聞
か
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
『
嘉
瀬
若
者
と
金
木
娘
』
と
は
言
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
な
ぜ

だ
ろ
う
か
、
嘉
瀬
か
ら
み
て
金
木
は
、
地
理
的
条
件
か
ら
か
、
生
活
条
件
の
違
い
か
ら
か
、

お
ど
ご
お
な
ご

婚
姻
関
係
が
多
く
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
。
金
木
が
除
か
れ
て
、
『
嘉
瀬
若
者
と
喜
良
市
娘
』

お
ど
ご
お
な
ご

『
喜
良
市
若
者
と
嘉
瀬
娘
』
と
言
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
な
た
な
り
に
考
察

し
て
、
あ
な
た
の
意
見
と
し
て
ま
と
め
て
答
え
て
下
さ
い
。

嘉
瀬
若
者
と
喜
良
市
娘
は
、
嘉
瀬
は
田
畑
が
あ
り
、
男
衆
は
夏
冬
家
で
自
分
の

仕
事
を
し
て
い
る
が
、
喜
良
市
は
田
畑
が
少
な
く
、
村
の
男
衆
は
年
中
山
仕
事
が

主
で
、
山
子
（
木
材
伐
採
夫
）
や
炭
焼
き
で
、
山
に
泊
り
込
み
が
多
く
、
村
内
に

１４

は
女
・
子
供
・
年
寄
に
な
り
、
村
の
中
で
仕
事
を
し
て
い
る
嘉
瀬
の
若
者
が
、
喜
一

良
市
に
通
い
、
年
頃
の
若
者
と
娘
の
交
流
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
嘉
瀬
は
、
夫
婦
共
に
働
ら
く
事
や
、
田
畑
が
あ
る
の
で
、
嫁
に
や
る
の
は

嘉
瀬
が
良
い
と
、
娘
を
持
つ
親
達
が
、
ひ
そ
か
に
そ
れ
を
願
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
云
う
事
も
あ
っ
て
、
嘉
瀬
か
ら
喜
良
市
に
足
を
運
ぶ
回
数
が
多
く
な
り
、

他
村
に
行
く
よ
り
毒
癖
の
い
ら
な
い
喜
良
市
娘
の
、
ど
こ
と
な
く
サ
バ
ケ
で
い
る

処
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
間
に
、
嘉
瀬
若
者
と
喜
良
市
娘
が
出
来
た
と
思
う
。

八
九
年
）
衣
川
で
果
て
た
義
経
の
遺
児
ま
た
は
、
一
族
の
一
員
が
津
軽
の
岩
木
山

の
据
野
に
住
み
着
き
、
約
百
年
の
後
、
津
軽
の
一
つ
の
豪
族
に
育
っ
た
と
仮
説
す

る
な
ら
ば
、
津
軽
に
義
経
の
血
が
流
れ
て
い
る
と
し
た
ほ
う
が
、
蒙
古
に
渡
っ
た

と
す
る
伝
説
よ
り
、
判
官
び
い
き
の
私
は
、
津
軽
に
義
経
の
種
は
残
っ
た
と
し
た

い
か
ら
で
あ
る
。

生
き
、
西
の
方
に
広
が
る
水
田
稲
作
に
生
活
根
拠
を
も
つ
隣
り
村
の
嘉
瀬
は
、
一

つ
の
羨
望
的
姿
だ
っ
た
。

随
っ
て
喜
良
市
村
の
次
三
男
は
、
早
く
か
ら
田
地
を
分
け
て
も
ら
い
な
い
将
来

の
見
通
し
か
ら
、
兵
隊
志
願
、
啓
察
官
等
あ
ま
り
学
資
等
の
か
か
ら
な
い
、
官
費

的
職
業
を
選
ん
だ
。
当
時
と
し
て
は
、
軍
人
の
上
級
者
、
警
察
官
の
偉
い
人
は
近

郷
で
は
喜
良
市
村
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

そ
の
点
嘉
瀬
村
は
、
大
し
た
経
済
的
裕
福
さ
は
な
か
っ
た
が
、
次
三
男
も
分
家

の
場
合
も
、
幾
ら
か
水
田
を
分
け
て
も
ら
い
る
し
、
食
う
に
困
ら
な
い
状
況
下
に

あ
っ
た
。
薪
炭
材
を
ま
と
め
る
た
め
山
に
入
る
と
、
喜
良
市
村
の
通
過
が
繁
く
、

二
十
数
年
の
前
の
話
だ
が
、
金
木
の
古
い
役
所
庁
舎
の
一
室
で
、
今
は
亡
き
喜

良
市
の
三
上
恭
太
郎
さ
ん
（
当
時
教
育
委
員
会
勤
務
）
が
、
私
を
相
手
に
雑
談
、

〆

富
ん
だ
女
性
に
落
ち
込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

砂
糖
に
た
か
ろ
蟻
、
発
情
期
の
牝
犬
に
群
が
る
雄
の
ご
と
く
、
喜
良
市
へ
通
っ

た
嘉
瀬
の
男
達
、
さ
ぞ
壮
観
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

嘉
瀬
男
に
喜
良
市
女
は
、
何
ん
と
云
っ
て
も
、
距
離
的
に
近
い
関
係
上
、
交
際

も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
同
一
の
仕
事
の
関
連
性
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、
何

に
も
益
し
て
、
民
度
の
レ
ベ
ル
が
似
て
い
て
始
め
て
成
り
立
つ
要
素
が
、
大
き
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

生
活
根
拠
毎
国
有
林
に
依
存
し
て
い
た
喜
良
市
村
は
、
収
入
源
を
日
雇
と
し
て

↑↑ ↑
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